
2011年度事業計画

【基本方針】
　本学は今春第40期生を迎え入れるが、大学を取り巻く社会環境は依然
としてきびしい。新病院は軌道に乗りつつあるが、新年度方針として、
事業収入の積極的伸長のみでなく、病院部門の事業収入と事業関連の経
費との均衡を可及的速やかに実現することを最大の課題とし、そのため
に必要な措置を強力に推進する。

【事業計画】

〈Ⅰ．教育・研究〉

 　■歯学部
①建学の理念に基づき、人間教育全体を教育目標の範疇とし、職業専門
家としての歯科医師のみならず、人間的倫理観、道徳観を涵養すること
により、社会に貢献できる人材育成を行う。
②歯科医師としての専門知識・技能習得における礎になるよう、基礎知識・
基本技能を理解するための教育学習支援システムを強化する。
③自発的学習と自己研鑽を促すため、自らの知識・技能・態度を客観的
に判断する力と、向上心を身につけさせる。
④心身のケアを図り、既存施設を有効に利用することで、勉学に集中で
きる最善の環境づくりに努める。
⑤将来の人生設計を変更し歯科医師を目指す社会人や他学部から歯学部
へ編入学を希望する学生にも所定基準内で門戸を開放する。
⑥国際的ニーズに対応し、海外からの留学希望者に対しても所定基準内
で門戸を開放し、入学後の支援体制を整備する。

　■大学院歯学独立研究科・総合歯科医学研究所
　大学院および研究所を中核とした教育・研究の分野では、最先端の教育・
研究体制の構築を目指して、人類の共通の課題である生命科学分野への
取り組みを一層強化する。
　教育においては、“研究型大学院”を掲げて、先端歯科医療の研究と技
術開発が融合した研究拠点の形成と、歯科医学分野における総合的な人
材育成に取り組む。
　研究においては、ハーバード大学メルトン研究所の他、国内の12研究
機関（大学、企業、その他研究機関）と連携し、共同研究を進め、最先
端の研究に取り組んでいる。また、アジア地域の研究機関との連携にも
力を入れ、これまでにも河北医科大学や同済大学児童口腔医学研究所と
の協定をもとに共同研究を進めてきたが、さらに２００９年度には、中国・
山西医科大学口腔医学研究所との共同研究協定締結を行った。これらの
研究グループとの連携を一層深め、集積した研究成果を基にさらなる社
会貢献を目指す。



　■松本歯科大学衛生学院
　少子化・高齢化の進展などの環境変化に伴い、社会構造の複雑化とと
もに人々の生活スタイルも多様化が進んでいる。生活習慣の変化は、生
活習慣病を増加させ、健康や医療に対する人々の意識を高め、それとと
もに国民からの医療従事者に対する要望はますます高度になっている。
歯科医療の分野においても、高齢化の進展、医療の高度化・専門化の環
境の変化に対応するため、歯科衛生士に対する資質の向上が求められ、
修業年限が従来の２年制から３年以上となった。
　これに対応し、本学においても、２０１０年度に３年制課程を開設した。
今後は、歯科衛生士以外の資格を取得できるコースの開設など、３年制体
制のより一層の拡充を図る。

　〈Ⅱ．病院・診療〉
　松本歯科大学病院は、これまで豊富な専門的知識と高度な歯科医療技
術を修得させる臨床教育の場であるとともに、地域社会の口腔保健全般
にわたる指導的な役割を果たすため、さまざまな役割を担ってきた。
　今後、医科を含めた歯科医療の提供体制をさらに充実、整備するとと
もに地域の医療機関とも連携強化を図っていく。また、医科部門につい
ては内科や眼科のほか、幅広い診療科を可及的速やかに整備し、大学病
院として教育内容の充実にも努める。

　○患者サイドに立った診療科目の整備
　○質の高い全人的医療サービスを提供するための歯科と医科の融合
　○予防から診療に至るまでの高度な専門性を持った一貫性のある診療体

制の構築
　○地域社会の健康づくりの中心的な役割を果たす機関としての位置づけ
　○病院事業関連経費を精査し、事業収入との均衡を図る。

　〈Ⅲ．管理・運営〉
　施設、設備面や経常的な支出は引き続き見直しを進め、必要最低限なもの
に絞り込み、学生数に見合う組織づくりのため、現在の教職員組織体制を見
直し、今後の経営環境の変化に対応できる新体制の整備を推進する。


